
福岡城本丸御殿 (模型 :しんわ福岡城資料室より)と黒田長政所用・黒漆塗桃形水牛脇立兜 (福岡市博物館蔵 )

福
岡

の
強

み
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化

福
岡
商
工
会
議
所
は
、
明
治
十
二

年
に
設
立
さ
れ
、
昨
年
百
三
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
地
域

の
活
性
化
や
地
域
経
済
の
発
展
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、

永
き
に
わ
た
り
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
活
動
で
き
る
の

も
、
市
民
や
企
業
の
ご
支
援
の
お
か
げ
と
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

昨
年
は

「お
お
ほ
り
ま
つ
り
」
に
参
加
し
、
黒
田
長
政
公

に
扮
し
て
西
公
園

・
光
雲
神
社
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局
ま

で
黒
田
二
十
五
騎
武
者
行
列
を
す
る
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
鴻
臆
館
や
黒
田
藩
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

今
に
伝
え
な
が
ら
郷
土
愛
を
育
む
と
と
も
に
、
地
域
を
あ
げ

て
賑
わ
い
創
り
に
取
り
組
ま
れ
る
と
い
う
、
わ
が
街
を
愛
し

て
や
ま
な
い
地
域
住
民
の
皆
様
の
熱
意
に
心
を
打
た
れ
る
と

と
も
に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

近
年
で
は
、
歴
史
壇
産
や
伝
統
文
化
、
自
然
、
食
な
ど
地

域
資
源
を
活
用
し
た
取
り
組
み
が
盛
ん
に
な

っ
て
い
ま
す
。

福
岡
商
工
会
議
所
で
は
、
地
域
の
商
店
街
や
自
治
会
、
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
等
と

一
緒
に
な
り
、
「街
な
か
観
光
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
地
域
独
自
の
歴
史

・
文
化
を
見
て

・
聞
い
て

・

体
験
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
福
岡
の
都
市
観
光
の
魅
力
を
増

進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

国
際
化
や
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
な
か
、
と

り
わ
け
地
理
的
に
ア
ジ
ア
に
近
接
し
て
い
る
福
岡
に
お
い
て

は
、
今
後
さ
ら
に
人
的

・
物
的
交
流
が
拡
大
し
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
れ
ら
内
外
の
観
光
客
の
方
々
に
も
、
福
岡
と
ア
ジ
ア

と
の
交
流
の
歴
史
に
も
触
れ
て
い
た
だ
き
、
ま
す
ま
す
ア
ジ

ア
の
グ
ー
ト
ウ

ェ
イ
と
し
て
経
済

・
文
化
の
交
流
拠
点
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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お
城

だ

よ

り
前

号

で
報

告

し

た

「
市

民

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
福
岡
」

に
引
き
続
き
、
十

一
月

は
多
彩
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「市
民
フ
オ
ー
ラ
ム
ｈ
太
宰
府

・
筑
紫
野
」

Ｈ
月
Ｈ
日

（水
γ
掲
峙
３０
分
～
１６
時
００
分

筑
紫

野
市
生
涯
学
習

セ

ン

タ

ー

さ

ん

あ

い

ホ

ー

ル

で
、

「
万

葉

集

と
古
代
官
道
」
を

テ
ー

マ
に
し
た
講
演
会
を
行

い
ま

し
た
。

７
世
紀

か

ら

８
世

紀

と

い
え

ば
、

万
葉
集
も
古
代
官
道
も

最
盛
期

で
す
。
万
葉
歌

人

が
古
代
官
道

の
各
地

で
歌

っ
て

い
ま
す

の

で
、
万
葉
集
を
紐
解
け
ば
当
時

の
古
代
官
道
の

状
況
が
浮
か
び
あ
が

っ
て
き
ま
す
。

水
城
で
は
任
期
を
終
え
て
都

に
帰
る
大
宰
師

（だ
ざ

い
の
そ
ち
、
大
宰
府

の
長
官
）
大
伴
旅

人
が
、
愛
し
い
人
と
別
れ
を
惜
し
ん
で

「ま
す

ら
を
と
、
思
え
る
我
や
、
水
茎

（み
ず
く
き
）
の
、

水
城

（み
ず
き
）
の
上
に
、
涙
拭

（の
ご
）
は
む
」

と
歌

っ
て
い
ま
す
。
水
城

の
西
門
か
東
門
が
送

別

の
場
所
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
解
り
ま
す
。

太
宰
府
発
見
塾
長
森
弘
子
氏

の

「
万
葉
人

の

旅
」
、
太
宰
府
市
教
育
委
員
会

の
山
村
信
榮
氏

の

「考
古
学
か
ら
見
た
万
葉
世
界
」
、
筑
紫
野

市
教
育
委
員
会

の
小
鹿
野
亮
氏

の

「太
宰
府

あ
た
り

の
古
代
官
道
を
見

つ
け
よ
う
」
、

い
ず

れ
も
映
像
を
駆
使
し
た
興
味
深

い
ス
ピ
ー
チ

で
、
し
か
も
歌
と
場
所
が
リ
ア
ル
に
結
び
つ
く

と

い
う
、
初
め
て
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
約

百
二
十
名
の
参
加
が
あ
り
大
変
好
評
で
し
た
。

「
フ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
が
４
回
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
宰
府
政
庁
跡
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
戒
壇
院
、

観
世
音
寺
と
千
年
も
前
に
政
治

・
宗
教
の
最
も

重
要
な
施
設
の
並
ん
で
い
た
と
こ
ろ
。
東
に
抜

け
る
石
坂
越
え

ル
ー
ト
を

望

み
な
が
ら
、
九
州
国
立

博
物
館
ま

で
秋
色
深
ま

る

古
道
ウ
オ
ー
キ

ン
グ

で
し

た
。
山
村
信
榮
氏

の
当
時

を
髪
発
さ
せ
る
よ
う
な
解

説
付
き
。
参
加

二
十

二
名
。

日
本

で

一
番
古

い

「住
吉
さ
ん
」
、
住
吉
神

社
集
合
。
博
多
と
鴻
臆
舘
を
結
ぶ
重
要
古
代
官

道
が
こ
の
門
前
を
通

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
か

ら
東
北

に
向
か
う
。
延
喜
式
に
載

っ
て
い
る
美

野

（よ
し
の
）
駅
は
今
の
博
多
駅
と

一
致
。
美

野
駅
は
博
多

・
鴻
臆
舘

・
大
宰
府

・
山
陽
道
４

方
面
の
十
字
路
で
、
交
通
の
要
衝
は
今
も
昔
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
か
ら
都

に
向

か
う
大

路

「山
陽
道
」
は
御
笠
川
を
渡
り
、
直
線
路
で

夷
守

（
ひ
な
も
り
）
駅

に
向
か

っ
て
い
ま
す
。

東
光
院
な
ど

の
寺
社
も
覗

き
な

が
ら
、
日
守
神
社

ま

で
の

コ
ー

ス
で
、

こ
こ
に

は
万
葉
歌
碑

が
あ

り
ま

し

た
。
福

岡
市
教
育
委

員
会

吉
留
秀
敏
氏

の
解
説
。
参

加

二
十
六
名
。

九
電
体
育
館
前
か
ら

ス
タ
ー
ト
。

こ
こ
か
ら

早
良
平
野
を

一
直
線

に
抜
け
て
、
壱
岐
、
対
馬

に
向
か
う

こ
の
官
道
は
朝
鮮
半
島

に
つ
な
が
る

国
際

ル
ー
ト

で
し
た
。
浄
水
通
り
上

か
ら
大
体

連
山
越
え
、
今

の
動
物
園
付
近

の
山
越
え
を
し

て
樋
井
川
を
渡
り
、
九
大
田
島
寮
前
か
ら
約

四

キ

ロ
、
有
田

・
小

田
部
ま

で
古
代

の
直
線
道
路

が
歩
け
る
貴
重
な
と

こ
ろ
で
す
。
多
少

の
山
坂

が
あ

っ
て
も
直
線

に
こ
だ
わ

っ
た
奈
良

・
平
安

時
代

の
い
わ
ば
高
速
道
路

で
す
。
時
速
２０
キ

ロ

で
馬
が
飛
ば
し
た

の
で
し
た
。
後

の
大
閤
道

に

も
使
わ
れ
ま
し
た
。
途
中
七
隈
緑
地

の
切
り
通

し

で
は
、

こ
の
辺

や

や
南

で
氷
室

の
遺

跡

が

あ

っ
た

そ
う

で
、
鴻

臆
舘

の
賓
客

も

オ

ン
ザ

ロ
ッ
ク

の
冷
酒
を
嗜
ん
だ
も

の
か
。
原

の
辺
で

一
致
す
る
国
道
２
０
２
号

の
ほ
う
が
曲
が

っ
て

い
ま
す
。
高
台

の
有
田
地
区
は
古
代

か
ら
重
要

な
と

こ
ろ
、
早
良
郡
家
官
衛

（ぐ
う
け
か
ん
が
、

郡
役
所

の
官
庁
街
）
の
ま
さ

に
発
掘
中
を
見
学
。

大
き
な
門

の
跡
ら
し

い
。
士
口
留
秀
敏
氏

の
解
説
。

参
加

二
十

二
名
。

西
門
ル
ー
ト
が
鴻
臆
舘
と
大
宰
府
を
結
ぶ
外

国
使
節
等
を
迎
え
る
迎
賓
道
路
だ

っ
た
の
に
対

し
、
東
門
ル
ー
ト
は
山
陽
道
や
博
多
の
港
か
ら

大
宰
府
に
通
じ
る
い
わ
ば
通
用
ル
ー
ト
だ

っ
た

の
で
し
ょ
う
。
平
安
時
代
も
中
頃
に
な
る
と
あ

ま
り
外
国
に
カ

ッ
コ
ウ

つ
け
な
く
て
も

い
い
頃

に
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
鴻
臆
舘
や
壱
岐
対

馬
路
か
ら
最
短
距
離

で
大
宰
府

に
入
る
た
め
、

西
門
ル
ー
ト
の
途
中
か
ら
東
門
ル
ー
ト
に
バ
イ

パ
ス
す
る
ル
ー
ト
が
で
き
た
よ
う
で
、
こ
の
道

は
そ
の
後
も
使
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

「西

の
宰

府
み
ち
」
も

ほ
ぼ
こ
の
ル
ー
ト

で
す
。
西
鉄

井

尻
駅

か
ら
地

禄

神

社
，

本

行
院

を

経

て
、

筒

井

の
地

名

の
も

と

に
な

っ

た

「筒
井

の
井
戸
」

な

ど

を

経

て
、
水

城

東

門

ま

で
辿

り

ま

し

た
。

吉

留

秀

敏

氏

の
解

説
。

参

加

二
十
五
名
。

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
長
丘
∵
●
一●

―

９
月
１５
日
〓
火
）
、
Ｈ
月
１０
日

（火
）

今
年
の
新
し
い
取
り
組
み
で
す
。
筑
紫
野
市
永
岡

２
尚
台
、
永
岡
八
幡

の
辺
は
昔
か
ら
見
通
し
の
利
く

交
通
の
重
要
拠
点
で
し
た
。
１
３
０
０
年
前
に
は
こ

こ
Ｌ
水
丘
駅
が
設
け
ら
れ
、
早
馬
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
実
態
を
少
し
で
も
遡

っ
て
探
ろ
う
、

地
元
の
詳
し
い
皆
さ
ん
と
語
り
合

っ
て
、
調
査
し
よ

う
と

い
う
試
み
で
す
。
こ
こ
が
故
郷

の
岡
部
定

一
郎

事
務
局
長
の
準
備

に
よ
る
、
２
回
の
語
る
会
で
昔

の

話
が
出
て
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

で
す
が
、
九
州
大
学
森
誠
子
さ
ん
の
調
査
表
な
ど
片

手

に
永
岡
公
民
館
で
の
集
会
で
す
。
１０
日
に
は
３０
名

ほ
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。

・Ｌ
ワ
■
ク
ラ
ロ
ツ
プ
滅
せ^
）０
■
埴
一　
　
　
・

万
葉
集

に
も
出
て
く
る
大
宰
府
か
ら
基
山
城
麓
を

通

っ
て
筑
後
国
府

（久
留
米
市
）
に
至
る
西
海
道
西

路
と

い

っ
て
肥
後

・
薩
摩

に
通
ず

る
道

の
山
越
え

ル
ー
ト
。
島
松
尚
宏
理
事
長

（歩
か
ん
ね
太
宰
府
）

が
中
心

に
な

っ
て
地
元
の
皆
さ
ん
と
討
論
中
で
す
。

一
大
募
集
　
発
見
〓
論
議

●
提
案

，
創
作
」

市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
小
字
名
な
ど
の
地
名
で
す
。
車
地

・
車
路
は

古
代
官
道

の
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
立
石
、
道

の
距
離
標

の
よ
う
な
石

の
立

っ
て
い
た
と

こ
ろ
か
。

ハ
ヤ

マ
は
早
馬

つ
ま
り
駅
の
あ

っ
た
と
こ
ろ
。
大
人

・

大
人
足
形
は
巨
人
伝
説
、
早
馬
で
駅
と
駅
を

一
飛
び

に
走

っ
た
…
こ
の
ほ
か
大
道
な
ど
な
ど
で
す
。
情
報

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
随
時
事
務
局
に
お
送
り
く
だ

さ
い
。
報
告
書

・
発
表
会
で
も
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

お
子
様
も
読
め
る
易
し
い
解
説
書

「古
代

に
も
高
速
道
路
が
あ

っ
た
」
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
今
後
は
子
供
達
や
学
校

の
皆
さ
ん
に
も
伝

え
た

い
の
で
す
。

一一一， 一一一一一続繊障距雌ｒ̈一̈

盛
り
沢
山

の
テ
ー

マ
で
計
画
進
行
中

で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

０

９

２

１

７

１

６

１

８

２

３

８



箔
口
藩
ヤ
翼
の
あ
オ
え

ル民

二

口
絃
る

福
岡
城
探
誌

宣
政

の
養
嗣
子

と

な

っ

て

五

年

後

の

享

保

四

年

（
一
七

一
九

年

）

十

一
月
、
継
高
が

十
七
歳

で
六
代
福

岡
藩

主

と

な

る
。

こ
れ
よ
り
実

に
五
十

一
年

の
永

い
問
藩
主

の

地
位

に
あ
り
、
江
戸
時
代
中
期

の
藩
政
を
担

ヽ，
こ
と
に
な
る
。

継
高
が
藩
主
と
な

っ
た
翌
年

の
二
月
、
そ

れ
ま

で
実
際

に
藩
政
を
見
て
き
た
直
方
藩
主

で
実
父

の
長
清
が
死
去
し
、
後
継
者
が
無

い

た
め
直
方
藩
は
廃
さ
れ
五
万
石
は
本
藩

で
あ

る
福
岡
藩

に
返
還
さ
れ
、
家
臣
た
ち
も
福
岡

に
移
住
、
主
と
し
て
西
新
町
あ
た
り
に
居
住

し
た
。
そ
の
年

の
五
月
、
初
め
て
江
戸
か
ら
福
岡

に
お
国
入
り
を
し
た
継
高
は
直
ち

に
藩
士
を

集
め
、
勤
務

に
精
励
す
る
よ
う
命

じ
た
後
、

す
ぐ
さ
ま
長
崎
警
備

に
赴
く
な
ど
忙
し

い
日

程
を

こ
な
す
。

継
高

の
着
任
初
頭
は
若
年

で
あ

っ
た

こ
と

も
あ

っ
て
藩
政
を
あ
ず

か
る
重
臣

の
間
に
反

日
、
対
立
な
ど
あ

っ
て
そ
の
間
、
財
政
は
窮

乏
し
、
農
村
は
疲
弊
、
城
下
町
は
衰
微
す
る

い
っ
ぽ
う
と
難
題
山
積
み
の
有
様
で
あ

っ
た
。

藩
政

の
立

て
直
し

に
着
手
し
た
継
高
は
、

門
閥
家
老
を
退
け
、
吉
田
治
年
、
栄
年
親
子

と

い
う
実
力
者
を
抜
擢
、
人
事

の
刷
新
を
は

か
る
と
と
も

に
農
政

に
つ
い
て
は
遠
賀
堀
川

か
ん
が
い

の
完
成
な
ど
治
水
、
灌
漑

に
つ
と
め
荒
地

の

再
開
発
を
行

い
、
若
者
を
中
心

に
新
百
姓
を

取
り
立

て
農
村

の
復
興
に
力
を
注
ぎ
、
年
貢

の
収
入
増

に
努
力
を
し
た
。
ま
た
宗
像
郡
武

き

か

ん

丸
村

の
正
助
を
孝
子
の
亀
鑑
と
し
て
年
貢
米

を
免
じ
そ
の
母

の
養
育
米
を
与
え
る
な
ど
気

配
り
も
示
し
た
。
　
　
　
一　
　
　
　
　
一

都
市
政
策

に
つ
い
て
も
商
品
流
通

の
課
税

を
整
備
、
改
善
し
経
済
的
機
能

の
回
復
を
は

か

っ
た
。

家
臣

に
対
し
て
も

こ
と
細
か
な
倹
約
令
を

出
し
、　
一
時
勤
休
令
、
今

で
い
う

一
時
帰
休

を
実
施
、
参
勤
交
代

の
供
連
れ
を
減
ら
す
な

ど
支
出

の
大
中
削
減
を
し
た
。

反
面
、
武
芸
を
奨
励
、
藩

の
刀
工
、
信
国

しげ
か
ね

重
包
が
名
工
と
し
て
幕
府

の
表
彰
を
受
け
藩

主
と
し
て
大

い
に
面
目
を
ほ
ど

こ
し
た

こ
と

も
あ

っ
た
。

ま
さ
に
獅
子
奮
迅

の
継
高

の
治
世

に
、
自

然
災
害
や
大
火
災
が
容
赦
な
く
次
か
ら
次

へ

と
襲

っ
て
く
る
。
享
保
五
年

の
荒
戸

の
大
火

事
か
ら
志
賀
島

の
火
事
、

つ
い
に
は
福
岡
城

内

の
出
火
で
継
高
は
自
ら
が
建

て
た
田
島

の

別
邸
、
友
泉
亭

に
避
難
し
た

ほ
ど

で
あ

る
。

ま
た
江
戸

で
も
赤
坂

の
中
屋
敷
、
桜
田
の
上

屋
敷
が
類
焼

に
よ

っ
て
焼
失
し
た
。

そ
の
ほ
か
暴
風
、
大
雨
、
洪
水

に
よ
る
田

畑

の
浸
水
、
家
屋
の
流
失
、
山
崩
れ
な
ど
相

次

い
で
起
る
。

さ
ら
に
享
保
十
七
年
、
前
代
未
間

の
大
飢

饉

に
襲
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
長
雨
と
害
虫

発
生

で
、
米

の
収
穫
は
平
年

の

一
割
五
分
、

七
万
石
と

い
う
凶
作

で
飢
餓
と
疫
病

の
死
者

九
万
人
。
藩

の
人
口
の
１
／
３
を
失
う
悲
惨

な
結
果
を
招
く
。
後
年
、

こ
の
時

の
死
者

の

霊
を
弔
う
た
め
飢
人
地
蔵
が
各
地

に
立

て
ら

れ
た
。
藩
や
幕
府

の
対
策
が
及
ば
な
か

っ
た
反
省

か
ら
継
高
は

「用
心
除
」
と

い
う
制
度
を
作

っ

て
米

の
備
蓄

に

つ
と

め
、
目
安
箱
を
作

っ

た
。
ま
た
人
口
減
を
防
ぐ
た
め
間
引
、
捨
子

を
厳
し
く
禁
じ
た
。

筑
前
六
宿

の
人
馬
賃

の
値
上
げ
を
幕
府

に

申
請
、
し
ぶ
る
幕
府
を
う
ま
く
説
得
し
て
成

功
す
る
な
ど
継
高

の
政
治
的
手
腕
を
物
語
る

業
績
も
多

い
。

継
高

は
初
代
長
政
が
始
め
た

「異
見
会
」

を
毎
月

一
回
開

い
て
家
臣

の
意
見
も
よ
く
聞

い
た
と

い

つヽ
。

継
高
は
名
君
と

い
わ
れ
な
が
ら
、
そ
の
治

世

は
苦

労

の
連
続

で
あ

っ
た
。

子
供

は
多

か

っ
た
が
長
男
重
政
は
二
十
六
歳
、
三
男
長

経
も

二
十

二
歳

で
亡
く
な
り
後
継
者

に
恵
ま

れ
ず
、　
一
橋
家

の
徳
川
宗
ヂ
の
二
男
隼
之
助

を
養
子
に
迎
え
、
六
十
七
歳

で
隠
居
、
安
永

四
年

（
一
七
七
五
年
）
六
月
十
七
日
、
福
岡

城
内

で
逝
去
、
七
十
三
歳

で
あ

っ
た
。

黒
日一蜘一蹴・れ

え
禄

・
慶
長
の
役

韓
日
に
倭
城
を
訪
ね
る
ネ

企
画

一
福
岡
城
市
民
の
会

同
行
解
説

中
村
修
身
氏

（北
部
九
州
中
近
世
城
郭
研
究
会
会
長
）

期
間

平̈
成
二
十
二
年
二
月
二
十
六
日

（金
）

～
二
十
九
日

（月
）
四
日
間

旅
行
代
金

¨
五
万
八
千
円

訪
問
箇
所

機
張
倭
城

（黒
田
長
政
）

南
山
倭
城
、
順
天
倭
城

（小
西
行
長
）

西
生
浦
倭
城

（加
藤
清
正
）

鎮
海

・
海
軍
兵
学
校

（亀
甲
船
）

晋
州

（晋
州
城
、
博
物
館
）

友
鹿
洞

（沙
也
　
可
村
）

釜
山

市
立
博
物
館

お申し込み 。お問い合せ :西日本新聞旅行
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市
民
大
学
終
講
に
あ
た
っ
て
所
感
文

東
区
在
住
　
主
婦

福
岡
に
住
ん
で
半
世
紀
、
町
の
寺
や
神
社
に
参
拝
す
る
と
き
も

手
を
合
わ
せ
て
祈
る
の
み
で
深
く
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
日
頃
か
ら
使

い
な
れ
た
博
多
織
や
身
近
に
あ
る
博
多
人

形

・
時
折
家
族
で
楽
し
む
博
多
伝
統
の
ガ
メ
煮
や
珍
し
い
と
買
い

求
め
た
オ
キ

ュ
ー
ト
。
本
当
に
生
活
に
深
く
根
ざ
し
た
郷
土
の
祭

り
や
行
事
の
根
源
と
歴
史
に
関
係
な
い
人
生
で
し
た
。
七
月
か
ら

十

一
月
の
五
ヶ
月
に
亘
り
三
十
回
の
市
民
大
学
を
受
講
し
て
生
ま

れ
変
わ

っ
た
気
が
し
頭
の
中
が
若
々
し
い
活
気
に
あ
ふ
れ
て
お
り

ま
す
。
何
の
気
が
ね
も
な
く
、
す
ん
な
り
と
受
講
生
に
な
り
毎
回
が
楽

し
く
て
学
生
時
代
に
な

っ
た
気
分
で
受
講
し
ま
し
た
。
熱
心
な
講

師
の
先
生
に
博
多
の
持
つ
素
晴
ら
し
い
歴
史
資
源

・
文
化
の
入
口

で
日
本
で
最
初
の
い
ろ
い
ろ
な
事
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
皆
様
に
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
の
研
究
成
果
を

わ
か
り
易
く
説
明
し
て
も
ら
い
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
現
地
研

修
で
は
東
区
、
博
多
区
、
中
央
区
や
西
区
の
珍
し
い
処
や
、
名
所
、

日
頃
は
何
と
な
く
見
逃
し
て
い
た
町
の
た
た
ず
ま
い
に
伝
わ
る
先

祖
が
残
し
て
く
れ
た
遺
産
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
博
多
伝

統
の
食
文
化
や
博
多
商
人
の
活
躍
で
今
日
の
福
岡
が
な
り
た

っ
て

い
る
の
で
す
ね
。

博
多
織
人
間
国
宝

の
小
川
先
生
か
ら
は
、
修
業
時
の
苦
労
と

日
々
の
研
究
努
力
に
よ

っ
て
積
み
あ
げ
ら
れ
た
世
界
に
誇
る
博
多

織
の
歴
史
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
講
義

で
し
た
。

能
狂
言
の
野
村
先
生
か
ら
は
発
声
法
の
基
礎
か
ら
狂
言
の
観
劇

法
な
ど
伝
統
芸
術
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
感
激
し
ま
し
た
。

一
個
人
と
し
て
こ
れ
だ
け
の
講
師
先
生
を
受
講
し
よ
う
と
し
た

ら
、
何
年
も
か
か
り
受
講
料
も
何
倍
か
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

勝
手
な
お
願
い
で
す
が
、
福
岡
出
身
の
人
物
に
つ
い
て

一
項
目
を

セ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。
事
務
局
の
人
達
の
心
温
ま
る
受
入
れ
と

お
世
話
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
度
は
友
達
を
誘

っ
て

一
緒
に
受
講
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
と
き
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十

一
年
度

の
福
岡
歴
史
観
光
市
民
大
学
は
、
七
月
初
頭
か
ら
十

一
月
末
日
道

の

五
ヶ
月
間

に
百
一り
二
十
回
の
講
座
を
実
施
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

延
五
十
五
名

の
諸
先
生
は
郷
土
史
を
中
心
に
研
究
資
料
を
提
出
さ
れ
最
新

の
情
報

に
よ

り
熱
心

に
講
義
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
本
年
度
は
福
岡
市
教
育
委
員
会

の
中
堅
職
員
で
各
地

区
の
史
跡
、
遺
跡
等
を
担
当
す
る
七
名

の
学
芸
員
が
日
頃

の
研
究
結
果
と
分
析
解
明
の
成

果
を
発
表
さ
れ
、
身
近
か
に
残
る
失
人

の
遺
跡
を
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
郷
土

の
文
化
、

産
業
、
芸
能
等

の
自
然
科
学
部
門
は
福
岡
市

の
図
書
館
長
等
か
ら
市
内

に
存
在
す
る
豊
富

な
資
産

の
活
用

に
つ
い
て
指
針
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
と
し
て
遺
一産
を
守
り
伝
え

て
い

く

こ
と

の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

伝
統
工
芸
部
門
で
は
博
多
織
人
間
国
宝

の
小
川
先
生
か
ら
知
識
、
技
能
習
得

の
苦
労
と

精
進
努
力
、
更
に
日
進
月
歩

の
世
で
博
多
織
を
守
り
伝
え

て
行
く

こ
と

の
大
切
さ
は
、
保

守

で
は
な
く
常

に
最
新
技
術
と

の
融
合
を
考
え

て
行
く
積
極
進
取
な
環
境

に
あ
る
と
の
貴

重
な
教
訓
を
頂
き
ま
し
た
。

能
狂
言

の
野
村
先
生
か
ら
は
、
基
礎
と
な
る
発
声
法
と
芸
術
性
向
上

の
為

に
全
員
が
協

力
し
あ

っ
て
日
々
練
習
を
積
み
重
ね
る
事
が
重
要
と
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
現
地
研
修
は

東
区
、
中
央
区
、
博
多
区
、
西
区

に
つ
い
て
ガ
イ
ド
実
施
中

の
皆
様
か
ら
各
地

の
名
所
旧

跡

や
特
徴

に
つ
い
て
細
部
道
説
明

が
あ
り
今
後

の
勉
強

の
参
考
と
な

り
ま
し
た
。
昨
年
度

の
受
講
者

や

講
義
さ
れ
た
諸
先
生
と

の
交
流
会

は
会
場

一
杯

の
盛
況
で
予
想
を
超

え

る
好
評
を
頂
き
同
じ
想

い
を
持

つ
同
志

の
絆
を
強
固
な
も

の
と
し

ま
し
た
。
来
年
は
更

に
参
加
者

の

増
加
が
見
込
ま
れ
会
場

の
設
定

に

嬉

し

い
苦
労

が
予
想

さ
れ
ま
す
。

終
業
式
は
十

一
月
末
日

に
来
賓

の

祝
詞
を
頂
き

つ
つ
晴
れ

の
修
業
証

を
手

に
さ
れ
た
六
十

二
名

の
人
が

巣
立

っ
て
行

か
れ
ま
し
た
。

こ
れ

か
ら
も
益

々
研
究
努
力
さ
れ
て
福

岡
市

の
魅
力
を
多
く

の
人
達

に
伝

え

ら

れ

る
よ

う

願

っ
て
お

り

ま

す
。平
成

二
十

二
年
度
は
更
な
る
内

容
充
実

に
つ
と
め
て
三
期
生
を
迎

え
る
べ
く
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

津
田
慶

一

戦
国
の
せ
、
秀
吉
を
天
下
人
に

計
ミ
上
げ
た
軍
師
・
黒
口
営
兵
衛

（力
水
）
の
も
の
が
た
り
。

営
兵
衛
は
、
ど
ん
な
夢
を
猫
い
て
い

た
の
で
■
ょ
う
。

ご
家
族
で
お
読
み
く
だ
さ
い
。

定
価
　
本
体

一
三
六
五
円
（税
込
み
）
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平
成
二
十
二
年
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

市
民
の
会
は
十
七
年
二
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
し
て
発
足
以
来
目
標
に
向
か

っ
て
、
た
だ

ひ
た
す
ら

一
つ
の
道
を
進
ん
で
丸
五
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
市
民
の
会
を
ご
支
援
く
だ
さ
い

ま
し
た
会
員
の
皆
様
方
に
事
務
局
員

一
同
心

よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、

一
丸
と
な

っ
て
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
ま

い

り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
会
員
の
皆
様
方
の
声
を
お
聴
か
せ

く
だ
さ
い
。

机太

元 田

佑

浩子

山久

内保

憲良
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